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取締役会の実効性に関する評価結果の概要について 
 
当社は、コーポレートガバナンス・コードに基づき、取締役会の実効性を高め、取締役会の機能をより一

層向上させることを目的として、第５５期の取締役会の実効性に関する評価を実施いたしましたので、その

結果の概要をお知らせいたします。 

 

記 
 

１．分析・評価の方法 

取締役１０名（うち社外取締役４名）に対し、無記名方式のアンケートを実施し、全員からの回答を

得ました。アンケートでは、各項目への評価だけでなく、評価理由や改善を検討すべき点などの自由記

載欄を設け、意見聴取を行っております。各評価項目に対する回答の集計結果及び意見をもとに、取締

役会において分析・評価を行うととともに、今後の取り組み等について協議いたしました。 

【アンケートの評価項目】 

（１）取締役会の構成 

（２）取締役会の運営 

（３）取締役会の議題 

（４）取締役会を支える体制 

（５）コーポレートガバナンス・コード関連 

 

２．分析・評価結果の概要 

前項における分析の結果、当社取締役会はその職務・責務に照らし、概ね適正に機能しており、取締

役会の実効性は概ね確保されていると判断いたしました。 

一方、取締役会の実効性をより一層高めていくために取り組むべき課題について、以下のとおり認識

いたしました。 

・中長期的な経営戦略に関する議論の充実 

・サステナビリティを巡る課題に対する議論の充実 

また、前回の評価において課題として挙げられた、社外取締役に対する情報提供の充実については、

対策として、取締役会後にフリーディスカッションを行うなど、社内の取り組みや課題等について社外

取締役と共有する機会を設けており、一定の効果があったと評価しております。今後も引き続き取り組

みを継続してまいります。 
 

３．今後の対応 

上記の分析・評価結果を踏まえ、今後も取締役会での議論を更に充実させ、取締役会の実効性の確保

に一層努め、コーポレートガバナンスの充実と企業価値の持続的な向上を目指してまいります。 

 
以 上 


